
 

 
 
 
 

 
 

 
 

「繋ぐ」 
 

校長 下舘 文雄  

 

新学期が始まって、２ヵ月が過ぎました

が、皆さんは新しい学校生活にすっかり慣

れたのではないでしょうか。授業中や休み

時間、清掃、部活動、委員会活動に一生懸

命取り組む姿が印象的です。 

さて、今回は「繋ぐ」について紹介いた

します。 

５月２４日（土）に実施した体育祭での

一場面です。午前中最後の競技、３年生の

学年種目「トス＆キャリーファイナル！！」。直径約２Ｍのビーチボールを何人かで運

び、早くゴールできるかを競う競技です。その学年種目の入場時のことです。体育委員

の掛け声の下、体育委員の小さい輪とその外側に大きい輪の２つが出現、そしてプロサ

ッカーチームの応援歌を３年生が歌い会場に響き渡りました。。この２つの輪は、お互

いのクラスの健闘を誓うことや３年生最後の体育祭への想いが詰まった輪であると感

じ胸が熱くなりました。また、昨年度の体育祭の現高校１年生の学年種目で現れた２つ

の輪を思い出し、大宮八幡中学校の伝統として引き継がれているのではないかと感じ

ました。 

話は変わりますが先日、地域にある社会教育施設五反田会館で会議があり、私は昨年

度の五反田会館文化祭での場で生徒が合唱を披露したことを説明したところ、出席さ

れた方から「大宮八幡中学校の生徒が五反田会館の文化祭で歌を披露するのは二十数

年続いている。」とお話いただきました。昨年度は、５０名を超える各クラスの代表生

徒で学年合唱曲「あなたへ旅立ち～に寄せるメッセージ～」を歌い、地域の方々が熱心

に聞き入ってくださったことを思い出しました。 

現在、運動部活動の生徒は、全国大会まで繋がる中学校総合体育大会の市予選が開催

されています。今まで培ってきた大宮八幡中学校の想いも背負って挑んでください。 
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【体育祭３年生の輪】 


